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序

　地域研究年報第29号は，2006年5月28日（日）から6月3日（土）にかけて実施した筑波大学大学院地
誌学野外実験の研究成果を特集したものである．従来，２か年にわたる調査結果をまとめるのが通例で
あるが，昨年は地誌学分野の斎藤　功教授退職の年にあたり，2005年7月にカリフォルニア巡検を実施
したため，今回は甲府地域の調査結果を１年でまとめることになった．時間的制約のために，調査の不
足や考察の不備があるかも知れないが，収録される論考の水準を保つために，査読段階では細心の努力
をはらったつもりである．この野外実験には，筑波大学地球環境科学専攻の大学院生33名と教員3名が
参加したが，このほかに現地では山梨大学教育人間科学部教授の尾藤章雄先生とその指導院生が夜のゼ
ミに参加してくださり，深夜まで熱心な議論が続いた．本特集号に収録された論考はこうした調査成果
の一部であり，これ以外にも多くの大学院生が，今回の調査結果をベースに学会誌への投稿論文を準備
している．
　研究対象地域の甲府盆地について，かつて田中啓爾は「一盆地一大中心都市」のモデル的事例である
と述べた．「中央に玉座を占める甲府市が名実共に甲府盆地の中央中心都市」というわけである．地域
構造のこのような特質は，現在においても基本的に受け継がれている．しかし，その具体的様相に目を
向けると，1970年代以降に進展した道路整備と自家用車の普及によって，大きく変容したといわざるを
得ない．かつての甲府盆地では，甲府市街をのぞくと，都市的な集落（韮崎，塩山，市川大門など）が
盆地の周縁部にちらばっているだけで，盆地の大部分は農村的な土地利用で占められていた．現在では，
これらの農村地域に工場や商業施設，住宅が進出し，甲府盆地の全体で都市的土地利用と農村的土地利
用の混在がみられる．いわば，盆地全域が郊外化の様相を示しているといえる．このような空間的構造
の変化は，この30年来で急速に進展したものであり，それに伴って新たな地理的特性や地域的課題がさ
まざまな側面で生じている．本特集号は，それらの諸側面に焦点をあわせ，21世紀初頭における甲府盆
地の地域性を明らかにしようとしたものである．その成果が，本地域の人々にとって何らかの役に立つ
ことができれば，地域研究の一端をになうものとして望外の幸せである．
　現地調査に際しては，山梨県庁および甲府市役所の関係部署をはじめとして，数多くの関係機関の方々
に貴重なご意見をいただき，資料の提供や閲覧の便宜をはかっていただいた．また，聞き取り調査やア
ンケート調査のために訪れた事業所や農家，商店でも，親切に対応していただいた．山梨大学の尾藤章
雄先生には，事前準備の段階からご協力いただき，調査期間中も示唆に富む多くのご助言をたまわった．
記して厚くお礼申し上げる次第である．

　　2007年２月　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手塚　章・呉羽正昭・仁平尊明　
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